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私
は
9
月
末
で
細
木
病
院
の
院
長
を
退
任

し
、
1
か
月
の
引
き
継
ぎ
を
経
て
、
10
月
末

に
細
木
病
院
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
平
成

20
年
4
月
か
ら
平
成
27
年
10
月
ま
で
7
年
半

余
り
に
わ
た
り
、
何
と
か
院
長
職
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
細
木
理
事
長

よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員
の
皆
様
が
私
の
病
院

運
営
方
針
に
大
変
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
陰
で
す
。
と
り
わ
け
西
岡
、
上
地
両
副
院

長
、
白
神
診
療
部
長
、
宮
地
事
務
部
長
、
松

澤
看
護
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
会
の
皆

様
や
、
診
療
運
営
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

各
部
署
の
部
門
長
や
所
属
長
、
役
職
者
の
皆

様
に
は
、
病
院
運
営
の
色
々
な
面
で
お
支
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
就
任
以
来
、
チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
精
神
で
、
病
院
の
改
善
す
べ
き
点
や
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針
を
職
員
の
皆

様
に
伝
え
て
協
力
を
依
頼
し
、
皆
様
も
そ
れ

に
応
え
て
協
力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

①
活
力
が
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る

働
き
や
す
い
職
場
作
り

　

第
二
次
救
急
医
療
を
開
始
し
、
救
急
向
上

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
師

の
人
事
考
課
を
導
入
し
ま
し
た
。
職
員
の
意

欲
度
・
満
足
度
調
査
を
行
い
、
そ
の
う
え
で

人
事
制
度（
給
与
制
度
）を
改
革
し
ま
し
た
。

職
員
の
表
彰
制
度
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
医

師
や
リ
ハ
ビ
リ
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
職
員
を

増
員
し
、
医
局
の
拡
充
も
行
い
ま
し
た
。

②
医
療
の
質
の
向
上

　

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー（
Ｑ

Ｉ
）
を
設
定
し
て
、
医
療
の
質
の
可
視
化
を

図
り
、
そ
の
推
移
を
医
療
の
質
改
善
チ
ー
ム

や
診
療
運
営
会
議
で
検
討
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
病
院
会
の
Ｑ
Ｉ
活
動
に

参
加
し
、
他
院
と
の
質
の
比
較
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
を
在
任
中

の
平
成
22
年
と
今
年
の
2
度
受
審
し
、
特
に

今
年
は
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
カ
ル
テ
の
全
面
的
な
電

子
化
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
新
型
の
320 

列
C
T
や
3
D
画
像
対
応
型
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
導
入
し
ま
し
た
。

③
医
療
安
全
の
推
進

　

病
院
の
敷
地
内
全
面
禁
煙
化
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
医
療
安
全
管
理
者
や
院
内
感
染

管
理
者
を
配
置
し
、
医
療
安
全
と
院
内
感
染

防
止
に
努
め
ま
し
た
。
本
館
の
耐
震
工
事
や

大
規
模
災
害
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

④
医
師
の
教
育
機
関
と
し
て
の
認
定

　

高
知
大
学
医
学
部
学
生
の
臨
床
実
習
病
院

（
内
科
、
小
児
科
、
整
形
外
科
）
の
指
定
を

受
け
、
多
数
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
後
初
期
臨
床
研
修
病
院
と

し
て
の
研
修
内
容
を
充
実
さ
せ
、
毎
年
3
〜

5
名
の
臨
床
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
後
期
臨
床
研
修
施
設
と
し
て
は
、
新
た

に
日
本
内
科
学
会
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日

本
甲
状
腺
学
会
、
日
本
呼
吸
器
学
会
な
ど
の

認
定
教
育
施
設
、
教
育
関
連
病
院
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

⑤
経
営
の
健
全
化

　

急
性
期
病
棟
を
Ｄ
Ｐ
Ｃ
適
用
病
棟
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
病
棟
再
編
を
行
い
、
地
域
包
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括
ケ
ア
病
棟
を
新
設
し
、
介
護
療
養
病
棟
を

医
療
療
養
病
棟
に
転
換
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

て
、
患
者
さ
ん
の
入
退
院
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
経
営
を

健
全
化
す
る
と
と
も
に
、
当
院
が
地
域
の
病

院
や
介
護
施
設
、
高
齢
者
住
宅
な
ど
と
連
携

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

•　
　
　
　
　
　

•

　

こ
の
よ
う
な
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
で
、
そ
の
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
お
陰
様
で
、
こ
の
7
年
半
余
り
を

大
変
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

細
木
病
院
に
来
る
以
前
の
高
知
医
科
大

学
、
高
知
大
学
医
学
部
で
は
、
教
授
あ
る
い

は
学
部
長
と
し
て
、
専
門
分
野
の
研
究
と
診

療
に
加
え
、
教
育
や
医
局
・
学
部
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
も
、
緊
張
の
続
く
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
細
木
病
院
で
は
、
専
門
分
野
の
診

療
と
と
も
に
、
院
長
と
し
て
の
仕
事
に
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
良
い
思
い
出
と

な
る
日
々
で
し
た
。
診
療
面
で
は
、
甲
状
腺

疾
患
や
下
垂
体
疾
患
を
中
心
と
し
た
内
分
泌

疾
患
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
数
多
く
の

患
者
さ
ん
が
、
私
を
信
頼
し
て
受
診
を
継
続

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
10
月
末
に
岡
山
へ

転
居
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
患
者

さ
ん
の
診
療
を
続
け
る
こ
と
が
不
可
能
に
な

り
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
分
野
の
専
門
の
常
勤
医
師
や

非
常
勤
医
師
の
皆
さ
ん
が
、
患
者
さ
ん
の
治

療
を
し
っ
か
り
継
続
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
受
診
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医
療
・
介
護
の
状
況

は
、
後
期
高
齢
者
が
急
増
す
る
2
0
2
5

年
に
向
け
て
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
備
え
る
た
め
に
は
、
細
木
病
院

は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
大
変
な
時
期
に
院
長
職
を

辞
す
る
こ
と
は
、
責
任
を
回
避
す
る
よ
う
で

心
苦
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
齢

的
な
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
私
が
続
け
る

よ
り
は
、
新
院
長
に
新
風
を
入
れ
て
い
た
だ

い
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
昨

年
末
く
ら
い
か
ら
新
院
長
の
候
補
者
を
探
し

て
き
た
と
こ
ろ
、
堀
見
忠
司
先
生
に
ご
快
諾

い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
10
月
に
院
長
に
ご

就
任
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
堀
見
先
生

は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
診
療

や
病
院
運
営
に
大
き
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た

大
変
有
能
な
先
生
で
す
の
で
、
細
木
病
院
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
く
だ
さ
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
当
院
に
は
病
院
の
発
展
を

願
っ
て
い
る
多
く
の
優
秀
な
職
員
が
お
ら
れ

ま
す
。
皆
様
に
は
堀
見
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
さ
ら
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
高
知
で
通
算
24
年
半
余
り
を
過
ご

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
師
に
な
っ
て
か

ら
の
23
年
間
は
、
岡
山
大
学
と
米
国
の
大
学

で
過
ご
し
ま
し
た
が
、
高
知
で
暮
ら
し
た
期

間
は
そ
れ
よ
り
長
く
、
真
に
第
二
の
故
郷
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
高
知
を
去
り
が

た
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
時
々

は
高
知
に
来
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
引
き
続

き
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
細
木
病
院
の
一

層
の
ご
発
展
と
職
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

年 月
平成20（2008）年

平成21（2009）年

平成22（2010）年

平成23（2011）年

平成24（2012）年

平成25（2013）年

平成26（2014）年

平成27（2015）年

4月
8月
10月
11月
4月
〃 
7月
10月
1月
4月
5月
7月
8月
〃 
11月
12月
4月
〃 

〃 
8月
4月
〃 
11月
1月
7月
〃 
9月
10月
1月
4月
5月
8月
10月

細木病院院長就任
甲状腺外来を開設
敷地内全面禁煙実施
日本甲状腺学会認定専門医施設に認定
Change、Challengeを掲げ病院運営に当たる。
320列CTを四国で初めて導入
急性期病棟がDPC適用になる。
日本糖尿病学会認定教育施設に認定
セカンドオピニオン外来を開設
医師の人事考課を開始
日本医療機能評価機構による3度目の更新認定
電子カルテ導入
日本内科学会教育関連病院に認定
本館耐震工事竣工
第二次救急医療施設（救急告示病院）に認定
日本呼吸器学会認定施設に認定
日本高血圧学会専門医認定施設に認定
クオリティー・インディケーター（QⅠ）を設定し
て医療の質の可視化への取り組み開始
日本内分泌学会名誉会員となる。
職員満足度調査を実施
糖尿病センター開設
日本内科学会名誉会員となる。
日本リハビリテーション医学会研修施設に認定
新しい人事制度を導入
地域連携推進センター開設
高知県へき地医療支援病院に認定
介護療養病棟を医療療養病棟に転換
地域包括ケア病棟を新設
高知県初の3D画像対応型マンモグラフィ導入
仁生会が社会医療法人になる。
日本医療機能評価機構による4度目の更新認定
総合診療科を開設
細木病院名誉院長就任

細木病院の歩みと橋本先生の主な運営実績等

送別会にて固く握手を交わす橋本浩三名誉
院長と堀見忠司院長（平成27年10月27日）

糖尿病専門診療の広報で高知新聞社から取
材を受ける橋本先生たち（平成25年5月13日）
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細
木
病
院
で
は
、
昨
年
10

月
に
新
館
2
階
の
一
般
急
性

期
病
棟
を
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
に
変
更
し
て
か
ら
約
1
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

9
月
25
日
に
高
知
市
の
総

合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
3
階

大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
14

回
西
部
地
域
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
病

床
機
能
の
分
化
と
連
携
強

化
、
急
性
期
と
在
宅
の
橋
渡

し
的
役
割
と
し
て
、
平
成
26

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
新
設

さ
れ
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
テ
ー
マ
に
、
当
院
の
関
係

部
署
4
人
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

方
式
で
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

導
入
後
1
年
の
経
過
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
西
岡
達
矢
副
院

長
・
地
域
連
携
推
進
セ
ン

タ
ー
長
が
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
次
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
の
大
原
敬
子
看
護
師
長

が
病
棟
の
運
営
に
つ
い
て
、

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
病

床
管
理
室
の
永
野
亜
希
子
室

長
が
、
入
院
前
の
前
方
支

援
、
退
院
に
向
け
て
の
後
方

支
援
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
報
告
し
、
最
後

に
、
事
務
部
の
都

司
博
直
副
部
長

が
病
院
経
営
の

視
点
か
ら
報
告

し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
で
あ
る

当
院
の
新
2
病

棟
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
当
初

は
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
在
宅
復
帰

率
70
％
以
上
、
看
護
必
要
度

10
％
以
上
、
リ
ハ
ビ
リ
1
日

平
均
2
単
位
以
上
提
供
な
ど

の
施
設
基
準
の
要
件
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、
業
務
手
順
の

見
直
し
や
地
域
包
括
ケ
ア
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
行
い
、

病
棟
ス
タ
ッ
フ
へ
の
周
知
徹

底
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

他
職
種
と
の
連
携
が
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
入
院
時
か
ら

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
積
極
的

に
行
い
、
在
宅
や
施
設
へ
の

退
院
に
き
ち
ん
と
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
を
振
り
返
っ

て
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

成
長
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
笑
顔

で
退
院
さ
れ
、
自
宅
に
帰
ら

れ
る
姿
を
見
る
と
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
中
心
的
役
割
を
担
う
病
棟

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
新
2
病
棟
師
長
大
原
敬
子
）

年のノーベル賞に
は、青色発光ダイ

オード（ＬＥＤ）を開発し
た 3 人の日本人が物理学
賞を受賞し、開発途上国
にも電気の恩恵を届か
せるということで話題
を呼んだし、今年も医学

生理学賞に大村先生、物理学賞に梶田先生の
2 人の日本人の受賞が決まった。
　一方、イグノーベル賞（愚かなノーベル
賞）は、「誰もやりそうにない、ユーモアと
独自性を持って、人々を笑わせ、考えさせて
くれる研究」に対して与えられる賞で、1991
年に創設されたノーベル賞のパロディであ
る。選考者は、ハーバード大学やマサチュー
セッツ工科大学の教授で、今年も、日本人が
イグノーベル賞の医学部門を受賞した。「恋
人と 30 分間、部屋でキスしてもらうと、免
疫力が上がってアレルギー反応を抑制する」
というものだった。恋人ができると、本当に
アトピー性皮膚炎やアレルギー性結膜炎や鼻

炎が治るといいなあ。本当に驚いたが、何と
なくユーモラスで根拠も示されていて微笑ま
しい。そこで、この受賞以外にどんなものが
あったか調べてみた。診断医学賞では「道路
の凸凹を走った時に感じる痛さで、虫垂炎を
診断できる」。物理学賞では「全ての哺乳類
は 21 秒で膀胱を空にできる」。文学賞は「「は
あ？」に相当する感嘆詞はあらゆる言語に共
通する」。生物学賞は「鶏に人工しっぽを付
けると、恐竜のような歩き方をする」。化学
賞は「半熟卵を科学的に作る方法」。経済学
賞は「賄賂を拒否した警官に、ボーナスを支
給したバンコクの警察」。数学賞は「モロッ
コの君主が 888 人の父親になり得た数学的検
証」。生理学賞は「ミツバチに刺されると、
どこが一番痛いか」など。何となくユーモラ
スであっても、根拠があり、科学的に証明さ
れている興味深いものが多くて、私は本当の
ノーベル賞よりも話題性が強くて好きだ。ち
なみに、1996 年にフランスのシラク大統領
が、太平洋で 6 回の核実験をしたことを皮肉
交じりに平和賞としている。

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞 

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞 

時 事
エッセー 昨

細木病院

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
1
年
を
振
り
返
っ
て

  

第
14
回
西
部
地
域
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
経
過
報
告

経過報告を行う西岡達矢副院長
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個
人
情
報
保
護
法
が
平
成

17
年
4
月
か
ら
全
面
施
行
さ

れ
、
事
業
者
は
個
人
情
報
の

適
正
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
院
で
も
「
個
人
情
報
に
関

す
る
当
院
の
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
医
療
情
報
の
管
理

を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
個
人

情
報
保
護
に
厳
重
な
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
職
員
へ
の
教

育
・
指
導
が
必
須
と
な
り
ま

す
。
今
年
2
月
に
、
診
療
情

報
課
の
山
本
淑
恵
課
長
を
講

師
に
院
内
研
修
会
を
行
い
、

職
員
の
個
人
情
報
保
護
に
対

す
る
認
識
や
必
要
性
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
職

員
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
へ

の
対
応
に
戸
惑
っ
て
い
る
と

い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
医
療
安

全
管
理
室
に
お
い
て
対
処
方

法
な
ど
を
検
討
し
、
あ
ら

た
め
て
職
員

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る

た
め
の
研
修

会
を
8
月
か

ら
9
月
に
か

け
て
行
い
、

560
名
を
超

え
る
職
員
が

参
加
し
ま
し

た
。今
回
は
、

Ｑ
＆
Ａ
方
式

に
し
て
、
訴

訟
に
な
っ
て

い
る
事
例
等
を
盛
り
込
ん
だ

内
容
に
し
ま
し
た
。
職
員
か

ら
は
、「
具
体
的
な
事
例
が

あ
り
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
個
人
情
報
の
流
出
が
世
間

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で

意
識
す
る
う
え
で
良
か
っ

た
」「
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
で

重
大
性
に
つ
い
て
再
認
識
で

き
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま

り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に

伴
い
、
個
人
情
報
保
護
の
重

要
性
が
一
層
増
し
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
個
人
情
報
保
護

を
き
ち
ん
と
意
識
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
医
療
安
全
管
理
者

井
上
富
美
）

　

10
月
11
日
・
12
日
に
、
北

海
道
札
幌
市
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅

ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市

民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
21

回
全
国
の
集
い
in
北
海
道

2
0
1
5
が
開
催
さ
れ
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
地
域
を
支
え
る
た

め
の
育
て
あ
い
」に
つ
い
て
、

細
木
病
院
在
宅
部
の
3
つ
の

事
業
所
が
、
こ
れ
ま
で
の
事

例
を
通
し
て
、
地
域
と
の
医

療
・
介
護
の
連
携
や
日
々
の

業
務
の
中
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
特

に
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
入
院
か
ら
在
宅

へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
に

成
果
を
上
げ
た
こ
と
、
ま

た
、
高
知
市
北
部
地
域
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
城
西
出
張

所
は
、
地
域
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
姿
勢
を
高
く
評

価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
座
長
推

薦
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
て
、
日
々
の

取
り
組
み
や
ケ
ア
を
発
表
し

合
う
こ
と
で
刺
激
を
受
け
合

い
、
親
睦
も
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
県

の
特
色
等
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
得
た
こ
と

を
日
々
の
業
務
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ほ
そ
ぎ　

介
護
支
援
専
門
員

濱
口
雅
子
）

細木病院

医
療
安
全
研
修
会

 

　  「
個
人
情
報
保
護
と
取
り
扱
い
」
開
催

細木病院

Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
21
回
全
国
の
集
い
in
北
海
道
2
0
1
5
で
発
表

左から、西本かがり専門相談員、山本純也理学療法士、
濱口雅子介護支援専門員、中居江美専門相談員

演題名 発表者
ケアミックス病院での 
リハビリ連携の再考 

－生活期リハを見据えて－

訪問リハビリテーション
理学療法士　山本純也

事例から見えてくる地域力の現状と 
支援センターの関わり

「地域包括ケアに向けて」

高知市北部地域高齢者支援センター
城西出張所　専門相談員　中居江美

地域包括ケアシステムへの関わり
～病院併設の居宅介護支援事業所の

取り組み～

ケアサポートセンターほそぎ
介護支援専門員　濱口雅子

講義中の診療情報課の山本淑恵課長
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細
木
病
院
ポ
ピ
ー
病
棟

（
緩
和
ケ
ア
病
棟
）
で
は
、

「
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週

間
」
の
活
動
と
し
て
、
10
月

5
日
に
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ス

ト
の
末
田
亜
梨
沙
先
生
を

お
迎
え
し
、「
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
の
基
礎
知
識
と
ハ
ン
ド

＆
フ
ッ
ト
ケ
ア
実
技
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
に

は
、
細
木
病
院
と
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
か
ら
、
看
護
師
、

作
業
療
法
士
、
介
護
職
員
、

薬
剤
師
な
ど
40
名
が
参
加

し
、
前
半
は
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
の
基
礎
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ロ
ー
ズ

オ
イ
ル
の
効
能
の
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
価
格
を
聞
い
て

全
員
が
驚
い
て
い
ま
し
た

（
興
味
の
あ
る
方
は
調
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
）。

　

後
半
は
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
体

験
者
と
フ
ッ
ト
ケ
ア
体
験
者

に
分
か
れ
て
、
ペ
ア
を
組
ん

で
実
技
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
末
田
先
生
や
ア
シ
ス
タ

ン
ト
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
次
第
に
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た

（
こ
れ
も
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

効
果
で
し
ょ
う
か
？
）。
参

加
者
は
「
気
持
ち
良
く
な
っ

た
」「
血
行
が
良
く
な
っ
た
」

と
口
々
に
感
想
を
述
べ
な
が

ら
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

末
田
先
生
に
よ
る
と
、
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
に
は
、「
心
に

対
す
る
働
き
」「
体
に
対
す
る

働
き
」「
皮
膚
に
対
す
る
働

き
」
の
3
つ
の
作
用
が
あ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
オ
イ
ル

の
香
り
が
脳
へ
伝
わ
る
効
能

だ
け
で
な
く
、
タ
ッ
チ
ン
グ

（
触
れ
合
い
）
に
よ
り
、
筋

肉
の
凝
り
を
ほ
ぐ
し
た
り
、

心
を
癒
す
効
果
も
期
待
で
き

る
と
の
こ
と
で
し
た
。ポ
ピ
ー

病
棟
で
も
患
者
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
時
に
は
ご
家
族
の
方

へ
も
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
実
践
し
て
い
ま

す
。心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
ポ
ピ
ー
病
棟
師
長

　

片
岡　

健
）

　

9
月
18
日
、
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
6
階
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
坂
野
志
麻
＆
ク
ロ
パ

ン
・
ク
ロ
ポ
ン
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
、
約
100
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
坂
野
志
麻

さ
ん
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

や
ト
イ
ピ
ア
ノ
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
奏
者
。
コ
ン
サ
ー

ト
の
前
半
は
、
坂
野
さ
ん
の

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
ソ
ロ
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ン

ソ
ン
の
代
表
曲
『
愛
の
讃

歌
』
が
奏
で
ら
れ
る
と
、
会

場
は
一
瞬
に
し
て
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
独
特
の
音
色
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
坂
野
さ
ん

の
持
っ
て
い
る
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
は
、
重
さ
が
な
ん
と

10
・
5
キ
ロ
も
あ
る
か
な
り

重
た
い
楽
器
で
す
。
右
手
側

は
鍵
盤
。
左
手
側
に
は
ボ
タ

ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
コ
ー

ド
で
の
伴
奏
が
で
き
た
り
、

色
々
な
音
色
を
出
す
こ
と
が

で
き
て
、
雰
囲
気
に
合
わ
せ

た
演
奏
が
可
能
だ
そ
う
で

す
。
蛇
腹
の
開
閉
で
音
が
出

ま
す
が
、
ま
る
で
呼
吸
を
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
音
が
奏

で
ら
れ
、
と
て
も
魅
力
的
な

楽
器
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
や
ト
イ
ピ
ア
ノ
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ン

ジ
ョ
ー
、
ギ
タ
ー
な
ど
を

使
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
を

中
心
に
演
奏
し
て
い
る
3
人

組
、
ク
ロ
パ
ン
・
ク
ロ
ポ
ン

の
演
奏
で
し
た
。
坂
野
さ
ん

も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。
会

場
は
終
始
、

ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
特
徴

的
な
音
色
、

優
し
い
バ
ン

ジ
ョ
ー
の
音

色
、
か
わ
い

ら
し
い
ト
イ

ピ
ア
ノ
の
音

色
、
そ
し
て

打
楽
器
の
軽

や
か
な
リ
ズ

ム
が
融
合
し

て
、
な
ん
と
も
心
地
の
よ
い

音
楽
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
楽
器
を
組

み
合
わ
せ
た
バ
ン
ド
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
そ
う
で
、
患

者
さ
ん
の
中
に
は
わ
ざ
わ
ざ

席
を
前
の
方
に
移
し
て
、
釘

づ
け
に
な
っ
て
い
た
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら

わ
れ
ず
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
音
楽
療
法
士　

有
光
弥
生
）

ユ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　〜
楽
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き
を
〜

細　　木
ユニティ
病　　院

細木病院

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
開
催

クロパン・クロポンの楽しい演奏（左端が坂野志麻さん）

講師の末田亜梨沙先生

＊
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
は
同
じ
意
味

で
す
が
、
前
者
は
フ
ラ
ン

ス
語
読
み
、
後
者
は
英
語

読
み
で
す
。
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細　　木
ユニティ
病　　院

デ
イ
ケ
ア
フ
レ
ン
ズ
か
ら

今
年
も
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト
に
多
数
入
賞

　
三
愛
病
院
の
中
庭
に
は
、

小
さ
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。

10
月
7
日
秋
晴
れ
の
も
と
、

細
木
理
事
長
、
深
田
院
長
を

は
じ
め
、
職
員
30
余
名
が
集

ま
る
中
、
三
愛
神
社
の
秋
祭

り
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
佐
神
社
の
宮
司
さ
ん
が
読

み
上
げ
る
祝
詞
の
清
々
し
い

響
き
が
、
厳
粛
な
空
気
を
醸

し
出
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
願
い
を
込
め

た
一
日
で
し
た
。

（
総
務
課
長
　
大
山
　
裕
）

　
10
月
9
日
〜
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
69
回
県
展
に
お
い

て
、
デ
イ
ケ
ア

フ
レ
ン
ズ
の
職

員
、
山
脇
善
さ

ん
が
彫
刻
部
門

で
昨
年
の
特
選

に
引
き
続
き
、

推
薦
さ
れ
ま
し

た
。

「アドレス・高知」からも
　　　　　スピリットアートに入選

　高知市池にある障害者支援施設アドレス・高
知（社会福祉法人ミレニアム：理事長 細木秀美）
の利用者さんの作品もスピリットアートの絵画
部門で 2 点入選しました。

「Ｆｒｉｅｎｄ」中川まゆみ「板原さん」藤本忠夫

「アトリエユニティーの先生の 
宝貝に居ついた寄生虫」 

藤原ちか子

「キングーゴリラ・オス・メス」
島田安昭

「そして、いつか」 
尾碕麗花

「海辺」安部　子「堕天使」大原理佳

三愛病院

厳
か
に…

三
愛
神
社
秋
祭
り

〜
今
年
で
10
年
経
ち
ま
し
た
〜

「座る女」山脇  善

デ
イ
ケ
ア
フ
レ
ン
ズ
の
職
員

第
６9
回
県
展
の
彫
刻
部
門
で
推
薦

細木病院

　
10
月
9
日
〜
18
日
に
開
催

さ
れ
た
第
19
回
高
知
県
障
害

者
美
術
展
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー

ト
に
お
い
て
、
デ
イ
ケ
ア
フ
レ

ン
ズ
の
利
用
者
さ
ん
の
作
品

が
今
年
も
絵
画
部
門
で
5
点

入
選
し
ま
し
た
。

葉
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も
み
の
き
病
院
は
、
平
成

10
年
5
月
11
日
に
開
院
し
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
機
関

を
目
指
し
て
歩
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
最
先
端
の
診
断
・

治
療
機
器
を
開
院
当
初
よ
り

導
入
し
、
急
性
期
疾
患
の
治

療
を
中
心
に
、
そ
し
て
疾
患

の
早
期
発
見
・
早
期
診
断
の

た
め
の
脳
ド
ッ
ク
や
ホ
ス
ピ

ス
病
棟
の
開
設
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
国
で
最
初
に

導
入
し
た
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ

は
、
17
年
間
で
4
，
5
0
0

例
を
超
え
る
治
療
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
脳

卒
中
の
治
療
は
急
性
期
病
院

の
み
で
終
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
回
復
期
、
維
持

期
、
か
か
り
つ
け
医
や
在
宅

で
の
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
と
切

れ
目
な
く
円
滑
に
診
療
が
行

わ
れ
、
さ
ら
に
二
次
予
防
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は
効
率
的

な
医
療
連
携
体
制
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

当
院
は
、
高
知
中
央
・
高

幡
・
安
芸
医
療
圏
脳
卒
中
地

域
連
携
パ
ス
の
計
画
管
理
病

院
と
し
て
、
地
域
の
医
療
連

携
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
も

み
の
き
病
院
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
も
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

NO.87
《売店》
細木病院 新館地下
０８８-８２２-７２１１（代）/内線１６１０
三愛病院 １階
０８８-８４５-５２９１（代）/内線２６０

　新製品も続々登場！！
㈲積善会がご提供するインターネットショップ！
Ｚｅｎショップ！　新製品も続々登場！！
ぜひ一度ご覧ください、お待ちしております。

年賀切手・年賀はがき 各種 販売中 !!

＊年賀切手55円（寄付金付き）は50枚単位、
　52円は100枚単位で受け付けています。

初めまして pepper です！

積善会に新しい仲間ができました。

ペ ッ パ ー

11月18日（水）
　～30日（月）に
細木病院にお邪
魔します。ぜひ会
いに来てね！
（土・日・祝日は
   お休みします。）

ボクは空を飛ぶことも、
重たいものも持てませんが、
皆様の心を和やかにします。
皆様とお会いできるのを
楽しみにしています。

■
脳
神
経
外
科
■
内
科
■
小
児
科

■
眼
科
■
緩
和
ケ
ア
■
放
射
線
科

■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

も
み
の
き
病
院

医
療
法
人

治
久
会

【診療日】

【診療時間】
[月～土]   8：30～12：30
　　　　13：30～17：30
※予約制のため、前日16時ま
でにお電話ください。
小児科の夜間診療は月・水・金
に実施しています。

【休診日】
 土曜日午後・日曜日・祝日
【住　所】
 780-0952 高知市塚ノ原6-1
【電　話】088-840-2222
【ホームページ】
 http://mominoki-hp.or.jp/

　　 月 火 水 木 金 土 日

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

午後 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

地
域
連
携
医
療
機
関
の
ご
紹
介

JR高知商業前駅

もみのき病院

細木病院

鏡川橋 上町二丁目

文

高知
商業高校

内田脳神経外科

院長
森木　章人

もみのき病院
イメージキャラクター

もみくん
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10
月
3
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く

ら
ん
ぼ
合
同
の
第
9
回
さ
く

ら
ん
ぼ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
利
用
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
地
域
の
方
と
の
交
流
の

場
と
し
て
毎
年
恒
例
の
大
切

な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
バ
ザ
ー
や
出
店
の
ほ

か
、
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
物
を

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
検
討

し
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
上
町

ミ
ニ
デ
イ
の
踊
り
、
細
木
病

院
グ
ル
ー
プ
の

よ
さ
こ
い
踊
り

を
企
画
し
ま
し

た
。
関
係
の
皆

様
は
そ
れ
ぞ
れ

快
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
利
用
者
さ
ん

に
は
、
当
日
は

最
前
列
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
4
人
組
の
グ
ル
ー

プ
「
ビ
リ
ー
ブ
」
に
よ
る
オ

カ
リ
ナ
演
奏
で
は
、「
幸
せ

な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
な
ど

懐
か
し
い
歌
を
オ
カ
リ
ナ
の

美
し
い
音
色
に
合
わ
せ
て
会

場
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
上

町
ミ
ニ
デ
イ
の
皆
様
は
、
さ

く
ら
ん
ぼ
の
利
用
者
さ
ん
と

同
年
代
の
方
も
お
ら
れ
、
手

足
を
大
き
く
伸
ば
し
た
元
気

な
踊
り
に
、
利
用
者
さ
ん
も

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
最
後
の
よ
さ
こ
い

踊
り
は
大
盛
り
上
が
り
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
は

「
上
手
や
っ
た
ね
え
」
と
手

作
り
の
メ
ダ
ル
を
踊
り
子
に

掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
今
年
も
さ
く
ら
ん
ぼ
祭

り
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
て
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
大
事
な
交

流
の
場
と
し
て
来
年
も
頑

張
っ
て
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
さ
く
ら
ん
ぼ
主
任

小
原
純
子
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
以
前
よ
り
、
高
知
県
内

で
運
行
さ
れ
て
い
る
路
面
電

車
と
バ
ス
（
高
速
バ
ス
を
除

く
）
の
運
賃
に
割
引
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
、
10
月
1
日
よ
り
、
精
神

障
害
者
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方
に
も
、
運
賃
の
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
ご
本
人
は
、
運

賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
1
級
の
方
の
介
助
者

は
、
同
乗
時
の
み
半
額
と
な

り
ま
す
。
運
賃
の
支
払
時
や

定
期
券
な
ど
の
購
入
時
に
手

帳
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
年
齢
や
所
得
、

距
離
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
細
木
病
院
患
者
サ

ポ
ー
ト
室
ま
た
は
各
市
町
村

福
祉
担
当
窓
口
等
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

　
患
者
サ
ポ
ー
ト
室
長

辻
美
知
子
）

8仁生会は、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

仁生会のホームページへ
www.jinsei-kai.com

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内

♬

　
音
楽
に
は
人
の
心
を
癒
し
元
気
づ
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
療
法
は
、
音
楽

の
持
つ
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
、
生
活
の
質
の
向
上
を

促
進
す
る
療
法
で
す
。

　細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で
は
、
月
2
回
ほ
ど
、Ｓ
館
6
階
で
音
楽
療
法
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。  

無
料
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
一 

般
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

輪
音
は
、
佐
伯
北
斗
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）
と
池
田
葉
子

さ
ん
（
ギ
タ
ー
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
重
音
集

団
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
を
中
心
に
、

ル
ー
プ
マ
シ
ン
を
使
用
。
演
奏
し
た
音
を
再
生
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
音
を
重
ね
て
弾
く
と
い
う
手
法
で
、

二
人
の
音
を
何
層
に
も
重
ね
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。

第
348
回
◇
ギ
タ
ー
の
音
色
を
聴
き
な
が
ら

　12
月
11
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
輪
音
（
佐
伯
北
斗
、
池
田
葉
子
）

わ
を
ん

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

『路面電車・バス運賃割引』
　　　　　　　  について

細木病院

デ
イ
サ
ー
ビ
ス・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
ん
ぼ

第
9
回
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
開
催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
ん
ぼ

第
9
回
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
開
催


